
■ＦＸ労組１０７-２５    エクスプレス     ２０１４年９月２８日 

団交報告 
団交が９月２２日、１０:００より第３貨物ビル２階大会議室において、開かれました。会社側出席者は田中業

務本部長、パトリシア人事部長、安藤女史、松永女史、中島氏でした。 

■２０１４年春闘 会社回答はサラリーインクリース０．８％！ 

会社は経営努力の不足を顧みず、社員の生活を考えない低い回答！ 

組合から３月に出されていた要求書に対して、代議員総会まで１週間もない直前になってやっと会社からの回

答が出た。２０１４年度の春闘組合要求に対しての回答は昨年と全く同じものでした。 

賃金に関する要求 ： ベースアップを２０，０００円要求する。 

回答：慎重に検討した結果、会社は平均０．８％のサラリーインクリースを実施します。 

団交では田中業務本部長から会社が苦しい状況で、このような中で精一杯出せる金額が０．８％であるとした

言い訳で始まりました。会社は２００６年と比べると売り上げは１．４倍くらい伸びているが、利益は２００６

年と比べ３５パーセントのマイナスであり、売り上げが伸びているのに利益が年々下がってきている。売り上げ

が、２００６年が１８１３ミリオンダラーであったが２０１４年は１１７２ミリオンダラーで、リーマンショッ

クのあった２００９年の売り上げ７９４ミリオンダラーと比べると上がっているがそれ以前と比べると下がっ

ている。利益率が低下しており２００９年は２.１％である。IP が売れず IE が売れる為ボリュームが増えても売

り上げが伸びずコストがかかっている。会社側はこの状況に歯止めをかをける努力として利益率の高いメディカ

ルやエアロパーツなどの輸送に力を入れるなど営業努力をしている、また採算の合わない営業所の閉鎖や、グロ

ーバルの取り組み部分ではホワイトテールでより安い航空会社を利用してコストを下げる努力をしているが、運

輸業界全体が悪い中でも特に貨物しか扱っていないフェデックスが苦しいと説明した。 

 

赤坂委員長は今回の回答０．８％という数字は組合の要求からかけ離れていると会社も承知しているはずだ、

会社の運営や利益などの話については会社の経営努力の話であり、私たちの給料は私たちの努力やパフォーマン

スについて支払われるものである。私たちが努力していなければパフォーマンスが無いが、私たちは努力をして

いるし、それに対してパフォーマンスがある、それがこの数字とは、と組合は納得していない旨を伝え、またこ

の数字は日本の経済を加味していないとも話した。組合は今期から期間をずらして回答時期に合わせていたが会

社回答は９月下旬で、大会前１週間も無い回答時期になった事についても会社に苦言を呈した。 

 

以前より組合からはパフォーマンスボーナスの配分率について１点の格差が大きい、ボーナスへＰＡの点数を

入れない方がよい、固定部分を作ればよいのではないか、との申し入れしていたがこれについて、会社からは１

点の格差についてはＰＡの点数の人数分布の厚いところに差がつかないような計算方法を取り入れていく、現段

階ではこれからＳＩなどもあるため確定していないが今年はその方向で行く事をアッパーマネジメントに話し

ていくとした。また今年の支払い分には間に合わないとしながらも、固定部分を作ることは将来的に設けられる

か検討を続けると述べた。 
 

ペイスケールの上方修正（上限撤廃）について会社からは現在の制度を変更する予定はないとの回答であった。

委員長は上限にかかっている社員の多くが子供の教育費など一番お金のかかる年代であることから、しっかり見

直すようを訴えた。かねてより言っていたように所費税や物価の上昇は上限にかかっている者にも同じようにか

かってくることもつたえた。会社は市場の平均の金額を参考にしていると言うが、市場では平均値は下がってい

るかもしれないが頭打ちになっている年代の金額は一般の会社ではきちんと上がっている、リサーチの対象で

我々と同じところにいた人間は何年も同じところにいるわけではなく、昇進に伴い対象から抜けていき市場の平

均が上がっていない。昇給制度が無いのだから今回の０．８％くらい上限に関係なく上げてもインパクトは無い

はずではないか、個人のパフォーマンスで昇給があるはずなのに上限のせいで享受できない人がいるのは間違っ

ていると伝えた。 

 

 



■６事業所、仙台、福島、新潟、松本、広島、福岡、閉鎖へ！ 
 

会社から重要な方針をお知らせしたいが当事者、関係マネージャーも知らないところなので守秘義務を約束し

ていただけるのであればお話しするとして１週間の守秘約束を受け入れて話し合いに臨みました。 

会社はＣＰＰが高く生産性の下がっている事業所を整理する、会社はこれの影響に真摯に向い合い、できる精

一杯をさせていただく、と話し始め、現在のままではプロフィットが出なくなっているために、同じサービスを

ローコストでお客様に提供できるような構造を作っていかなければならない。そのために今後に必要なところへ

人材を移動させていく、今回は６事業所の整理を考えている、福島、仙台、新潟、松本、広島、福岡、を閉鎖す

る（対象人数：会社発表５５人くらい）。整理解雇ではなく、拡大を考えているＧＯＰＳの６事業所、大阪南港，

名古屋、東京、ＹＯＫ，ＱＣＢ、ＱＸＯ，に吸収したいと考えている。そのほかへの移動の希望に関してはＪＣ

Ａを出していただくと考えを述べた。 

組合からは、人員の移動があるのならば本人の希望を優先し、それ以外であれば現在人手不足になっている部

署への移動を提案し、移動先に成田


